












1 はじめに 

脳性麻痺は発達過程における何らかの脳損傷のために運動系の異常,すなわち筋緊張の異

常亢進や不随意運動あるいは麻痺などをきたすものである。本症の原因としては,染色体異

常や先天性代謝異常,胎生期の薬剤やウイルスによる脳損傷,核黄疸,分娩時の低酸素症や

頭蓋内出血,髄膜炎など種々のものがあげられる。この中でも最も多いのが分娩時の障害あ

り,この場合低酸素症が高い比率をしめている。また,脳性麻痺の原因からみても障害は運

動系にとどまらず,精神発達遅延や視覚・聴覚障害をともなうことが多い。本研究は,小児

の anoxic brain をとりあげ各種の誘発反応を記録することによって,障害児の残存機能を

評価するとともに,低酸素状態が脳におよぼす影響を考察するものである。 


